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この配付資料に記載されている業績目標等はいずれも、当社グループが現時点で入手可
能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争状況、また新サービスの成
否等の不確実な要因の影響を受けます。

従って、 実際の業績はこの配付資料に記載されている予想とは大きく異なる場合があり
ますことをご承知おき下さい。
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1.第47期 決算概要
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’17.3月期
通期実績

’18.3月期
通期実績

増減率

売 上 高 85,901 89,818 + 4.6 ％

売 上 総 利 益 34,695 34,785 + 0.3 ％

（ 売 上 総 利 益 率 ） 40.4 % 38.7 ％ ▲ 1.7 pt

販 管 費 33,938 33,148 ▲ 2.3 ％

営 業 利 益 756 1,637 + 116.3 ％

（ 営 業 利 益 率 ） 0.9 % 1.8 ％ + 0.9 pt

営 業 外 損 益 36 ▲ 62 ―

経 常 利 益 793 1,574 + 98.4 ％

特 別 損 益 ▲ 65 ▲ 1,021 ―

親会社株主に帰属する当期純利益又
は親会社株主に帰属する当期純損失

415 ▲ 994 ―

第47期：連結損益計算書

（単位：百万円）

1
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売 上 高
’17.3月期
通期実績

’18.3月期
通期実績

増減率

ク リ ク ラ 事 業 13,293 13,158 ▲ 1.0 ％

レ ン タ ル 事 業 13,135 13,727 + 4.5 ％

建築コンサルティング事業 6,089 5,383 ▲ 11.6 % 

住 宅 事 業 42,936 47,492 + 10.6 %

通 販 事 業 10,463 10,115 ▲ 3.3 %

消 去 調 整 他 ▲ 16 ▲ 59 －

合 計 85,901 89,818 + 4.6 % 

セグメント別：売上高

（単位：百万円）

1
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営 業 利 益
’17.3月期
通期実績

’18.3月期
通期実績

増減率

ク リ ク ラ 事 業
274

(2.1 ％)

596

(4.5 %)

+ 321

(+ 2.5 pt)

レ ン タ ル 事 業
1,853

(14.1 ％)

2,021

(14.7 %)

+ 167

(+ 0.6 pt)

建築コンサルティング事業
956

(15.7 ％)

775

(14.4 %)

▲ 181

(▲ 1.3 pt)

住 宅 事 業
▲ 622

(▲ 1.5 ％)

▲ 736

(▲ 1.6 %)

▲ 113

(▲ 0.1 pt)

通 販 事 業
▲ 457

(▲ 4.4 ％)

147

(1.5 %)

+ 605
（+ 5.8 pt)

全 社 費 用 等
（ 新 規 事 業 ・ M & A 関 連 を 含 む ）

▲ 1,247 ▲ 1,166 －

合 計
756

(0.9 ％)

1,637

(1.8 %)

+ 880

（+ 0.9 pt)

（単位：百万円）

セグメント別：営業利益1

＊カッコ内の数字は売上高に対する営業利益率です。
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’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

加盟店 直営店

-250

250

750

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

営業利益

セグメント別業績 クリクラ事業1

13,095

4,744

8,350

▲201

274

（単位：百万円）

13,293

4,870

8,422

売上高

営業利益（単位：百万円）

13,158

4,606

8,552

596
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0

4,000

8,000

12,000

16,000

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

愛ライフ アーネスト with ダスキン

1,200

1,700

2,200

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

営業利益

愛ライフののれん償却費2百万円を

当セグメントに計上しております。

9,242

2,270

1,252

12,765

1,841 1,853

セグメント別業績 レンタル事業1

9,469

2,338

1,326

13,135

売上高

営業利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

9,854

2,450

1,376

13,727

46

2,021
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4,000

6,000

8,000

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

エコ＆エコ 建築部材販売 ノウハウ販売

セグメント別業績 建築コンサルティング事業1

0

500

1,000

1,500

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

営業利益

6,676

3,529

2,617

売上高

営業利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

6,292

1,182

2,768

2,342

1,146

956

595

※①セグメント内売上202百万円を含む。 ※②セグメント内売上219百万円を含む。

※①

エコ＆エコののれん償却費18百万円を

当セグメントに計上しております。

5,603

2,780

2,194

※②

775

627
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0

20,000

40,000

60,000

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

suzukuri 国木ハウス ケイディアイ

ジェイウッド レオハウス（地方都市圏） レオハウス（首都圏）

37,452

2,792

30,577

4,081

-1,000

-500

0

500

1,000

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

営業利益

▲412

セグメント別業績 住宅事業1

42,956

31,144

3,941

4,682

売上高

営業利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

▲622

【首都圏】

東京 神奈川
千葉 埼玉

【地方都市圏】

首都圏以外

3,188

※①

※ ①セグメント内売上20百万円を含む。 ※ ②セグメント内売上392百万円を含む。

ジェイウッドとケイディアイ、

国木ハウスののれん償却費103百万円を

当セグメントに計上しております。

31,751

4,536

5,013

※②

5,115

47,875
174

▲736

1,284



レオハウス店舗

（～2017年12月末）
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レオハウス ： 101拠点（支店：45 展示場：53 他：3）

ジェイウッド ： 10拠点（ハウジングカフェ：3 展示場：7）

ケイディアイ ： 3拠点（支店：3）

Suzukuri : 11拠点（支店：9 他：2）

国木ハウス ： 2拠点（支店：1）

ジェイウッド店舗

（～2018年3月末）

セグメント別業績 住宅事業1

全国127拠点（レオハウス：101拠点、ジェイウッド：10拠点、ケイディアイ： 3拠点、suzukuri：11拠点、国木ハウス：2拠点）

ケイディアイ店舗

（～2018年3月末）

Suzukuri店舗

（～2018年3月末）

国木ハウス店舗

（～2018年3月末）

レオハウス閉鎖店舗

（2017年12月末～2018年3月末）

レオハウス閉鎖予定店舗

（2018年4月～ ）
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15000

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

その他 通販事業

※①

-200

-100

0

100

200

’16.3月期 ’17.3月期 ’18.3月期

営業利益

▲105

セグメント別業績 通販事業1

10,378

売上高

営業利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

10,463

▲83

JIMOSとベルエアーののれん償却費

等566百万円を当セグメントに計上し

ております。

9,485

641

10,115

147

※① セグメント内売上55百万円を含む。

10,46310,378
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’17年 3月末 構成比 ’18年 3月末 構成比 増減額

流 動 資 産 22,133 50.9 % 23,433 55.5 % + 1,300

有 形 固 定 資 産 13,813 31.8 % 12,579 29.8 % ▲ 1,233

無 形 固 定 資 産 3,546 8.2 % 2,782 6.6 % ▲ 764

投 資 そ の 他 の 資 産 4,006 9.2 % 3,452 8.2 % ▲ 553

固 定 資 産 計 21,366 49.1 % 18,814 44.5 % ▲ 2,551

資 産 合 計 43,499 100.0 % 42,248 100.0 % ▲ 1,251

流 動 負 債 20,905 48.1 % 20,979 49.7 % + 73

固 定 負 債 7,087 16.3 % 7,154 16.9 % + 66

負 債 合 計 27,992 64.4 % 28,133 66.6 % + 140

株 主 資 本 16,314 37.5 % 14,873 35.2 % ▲ 1,440

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 ▲ 807 ▲ 1.9 % ▲ 758 ▲ 1.8 % + 48

純 資 産 合 計 15,506 35.7 % 14,114 33.4 % ▲ 1,391

負 債 ・ 純 資 産 合 計 43,499 100.0 % 42,248 100.0 % ▲ 1,251

第47期：連結貸借対照表
（単位：百万円）

１

主な増減要因

■ 流動資産 ： 商品及び製品 ▲ 495 販売用不動産 + 757  受取手形及び売掛金 + 483

■ 固定資産 ： 建物及び建築物 ▲ 974   のれん ▲ 481

■ 流動負債 ： 未成工事受入金 ▲ 423 店舗封鎖引当金 + 265

■ 固定負債 ： 長期借入金 + 57

自己資本比率 ： 33.4％
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１ 第47期：連結キャッシュフロー
（単位：百万円）

’17.3月期
実績

’18.3月期
実績

増減額

1 . 営 業 活 動 に よ る C F 3,473 1,152 ▲ 2,320

2 . 投 資 活 動 に よ る C F ▲ 2,657 ▲ 905 + 1,751

3 . 財 務 活 動 に よ る C F ▲ 1,732 ▲ 473 + 1,259

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 ▲ 916 ▲ 225 + 690

現金及び現金同等物の期首残高 8,346 7,430 ▲ 916

現金及び現金同等物の期末残高 7,430 7,261 ▲ 225

’18.3月期の主な要因

■ 営業活動 ：税金等調整前当期純利益 +553
減価償却費 +1,783
減損損失 +647（レオハウスの不採算店舗に対する減損損失+579を計上）
法人税等の支払額 ▲ 925
未成工事受入金の減少 ▲ 496

■ 投資活動 ：有形固定資産の取得による支出 ▲ 645
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 ▲274

■ 財務活動 ：配当金の支払い ▲445



72％

レンタル
事業

▲26％住宅事業

クリクラ事業

レンタル事業

通販事業

建築コンサルティング事業

クリクラ事業

レンタル事業

建築コンサルティング事業

営業利益

756百万円

92％

レンタル
事業▲31％住宅事業

クリクラ事業

レンタル事業

通販事業

建築コンサルティング事業

住宅事業

15％

15％

クリクラ事業

レンタル

6％

53％

住宅事業

建築コンサルティング
事業

クリクラ事業

レンタル事業

建築コンサル事業

通販事業

住宅

売上高

85,901百万円

15％

15％

クリクラ事業

レンタル
事業

7％

建築コンサルティング
事業

50％

住宅事業
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売上高・営業利益構成比推移（ 第46期⇒第47期 ）1

通販事業

第46期 売上高

第46期 営業利益

※本社費は除外しています売上高営業利益率

第47期 売上高

第47期 営業利益

クリクラ事業 レンタル事業 建築ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
事業 通販事業 住宅事業 全社

4.5% 14.7% 14.4% 1.5％ ▲1.6% 1.8%

※本社費は除外しています売上高営業利益率

クリクラ事業

14％

28％

建築コンサルティング
事業

12％

48％

建築コンサルティング
事業

▲23％通販事業

売上高

89,818百万円

11％

通販事業

5％

通販事業

クリクラ事業

21％

営業利益

1,637百万円

クリクラ事業 レンタル事業 建築ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
事業 通販事業 住宅事業 全社

2.1% 14.1% 15.7% ▲4.4％ ▲1.5% 1.3%

72％

レンタル
事業
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2 .第48期 施策と業績予想
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第48期 連結業績予想2

≫ 住宅事業の建て直しを軸に、売上高・営業利益・経常利益・当期純利益ともに増加を見込む。

’18.3月期
実績

’19.3月期
予想

前期比

売 上 高 89,818 96,500 ＋ 7.4 ％

営 業 利 益 1,637 2,000 ＋ 22.2 ％

経 常 利 益 1,574 2,050 ＋ 30.2 ％

親会社株主に帰属する当期純利益又
は親会社株主に帰属する当期純損失

▲ 994 600 -

年 間 配 当 18 円 34 円 -

E P S ▲ 59.15 円 35.68 円 ＋ 94.83 円

（単位：百万円）
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第48期 業績予想 クリクラ事業2

133.7 

130.3 

130.0 

132.9 

131.5 

137.0 （予）

3.7 

1.4 

-2.0 

2.7 

5.9 

4.0 （予）

126.0

128.0

130.0

132.0

134.0

136.0

138.0

第43期 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期予想

-5.0

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

売上高 営業利益

（億円）

【市場環境】
宅配水業界は、市場が緩やかな成長を続ける一方で、大手企業を含めた業界再編や顧客獲得競
争の激化による中小宅配水業者の淘汰、宅配料金値上げに伴うワンウェイ業者の更なる収益性
の悪化が懸念されています。

（億円）



>>重点施策： サービス品質改善を通じたブランド力の向上と解約率低下

第48期 施策 クリクラ事業2

20

安心感
品質基準、チェックの仕組
みを見直し、さらなる丁寧
なサービスの実施。他

正確性
お客様との約束を守り、お
問い合わせに正確に答えら
れる仕組みやシステムの整
備。他

好印象
スタッフへの研修実施によ
る、あいさつ・笑顔、アピ
アランスのチェック強化。
他

柔軟性
10 月 1 日（月）を目処に
平日夜間配送や土日配送の
実施。他
※一部エリア除く
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売上高 営業利益

19

第48期 業績予想 レンタル事業2

（億円）

【市場環境】
高齢化世帯や単身世帯、共働き世帯の増加による家事代行サービスの市場規模拡大が予想され、今後は価
格競争や異業種からの参入も考えられる。また、労働市場において少子高齢化・人口減少の下で、労働力
の確保も課題としてあげられています。

（億円）



>>重点施策：ダスキン加盟店のＭ＆Ａの推進と全国展開を視野に入れた新規エリアへの出店

第48期 施策 レンタル事業2

20
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第48期 業績予想 建築コンサルティング事業2

（億円）

【市場環境】
地場建築市場では、慢性的な職人不足と消費増税延期等を背景に市場の停滞が続く中、世帯数の減少や空
き家問題なども下押し要因として懸念されております。

（億円）



>>重点施策：ノウハウ販売でオリジナル新商品の開発を進めます

第48期 施策 建築コンサルティング事業2

20

HOMA
House  Make  Assets

設計集団と地場工務店の
ネットワークをナックが構築

・世界一の庭園デザイナーに
よる商品ブランド
・タレントによる集客支援

世界一の庭園デザイナー
日本一のお笑い吉本興業

大規模ビルダー

２４％

中規模ビルダー

２６％

大手ハウスメーカー

パワービルダー

３４％

中小工務店

1６％

未着手事業領域への
積極的拡大

当事業部の主要事業領域
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第48期 業績予想 住宅事業2

【市場環境】
住宅市場は、これまで好調であった貸家や持家において新設住宅着工戸数の伸びは鈍化し、平成３０年５月現
在の貸家の住宅着工数は１２か月連続の減少となっております。引き続き、建築資材の高騰や職人不足を背景
にした建設コストの増加等、今後も注視していく必要があります。
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第48期 住宅事業＜注文住宅レオハウス＞ 施策2

26

>>重点施策 ： 固定費の削減と経営資源の適切配分を行う

レオハウス閉鎖予定店舗
（2018年4月～ ）

レオハウス閉鎖店舗
（2017年12月末～2018年3月末）



第48期 住宅事業＜ジェイウッド＞ ＜ケイディアイ＞ 施策2
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◉Hanamizuki Cafe ◉モデルハウス ◉体験宿泊型モデルハウス
実際の住み心地を
擬似体験し「納得」を導く

目で見てイメージを膨らます
と共に知識を高める

エンドユーザーとの接点を
増やし認知を促す



第48期 住宅事業＜国木ハウス＞ ＜suzukuri＞施策2

28

×

〇 苫小牧市



74.2 

98.0 

103.7 
104.0 101.1 

98.0 （予）

-1.9 

-2.2 

-1.0 

-4.5 

1.4 

0.8 （予）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

第43期 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期予想

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

売上高 営業利益

27

第48期 業績予想 通販事業2

（億円）

【市場環境】
日本国内におけるBtoC-EC（消費者向け電子商取引）の市場規模は、16.5 兆円（平成28年度15.1兆円、前年
比9.1％増）まで拡大しております。また、BtoB-EC（企業間電子商取引）、CtoC-EC（個人間電子商取引）に
おいても市場規模が急速に拡大しており、商取引の電子化が引き続き進展しています。

（億円）



>>重点施策：海外市場への本格店舗展開をスタート

第48期 施策 通販事業2

20
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（単位：百万円）

第48期 セグメント別：売上高予想2

売 上 高
’18.3月期

実績
’19.3月期

予想
増減率

ク リ ク ラ 事 業 13,158 13,700 ＋ 4.1 ％

レ ン タ ル 事 業 13,727 14,200 ＋ 3.4 ％

建築コンサルティング事業 5,383 6,300 ＋ 17.0 ％

住 宅 事 業 47,492 52,500 ＋ 10.5 ％

通 販 事 業 10,115 9,800 ▲ 3.1 ％

消 去 調 整 他 ▲ 59 - -

合 計 89,818 96,500 + 7.4 ％
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（単位：百万円）

※ （ ）内の数字は売上高に対する営業利益率です。

第48期 セグメント別：営業利益予想2

営 業 利 益
’18.3月期

実績
’19.3月期

予想
増減率

ク リ ク ラ 事 業
596

(4.5 %)

405
(3.0 ％)

▲ 32.1％
(▲ 1.5 pt)

レ ン タ ル 事 業
2,021

(14.7 %)

2,000
(14.1 ％)

▲ 1.1％
(▲ 0.6 pt)

建築コンサルティング事業
775

(14.4 %)

755
(12.0 ％)

▲ 2.6％
(▲ 2.4 pt)

住 宅 事 業
▲ 736

(▲ 1.6 %)

160
(0.3 ％)

-
(＋ 1.9 pt)

通 販 事 業
147

(1.5 %)

80
(0.8 ％)

▲ 45.8%
(▲ 0.7 pt)

全 社 費 用 等
（新規・M&Aを含む）

▲ 1,166 ▲ 1,400 -

合 計
1,637

(1.8 %)

2,000
（2.1 ％）

＋ 22.2％
（+ 0.3 pt)
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3 . 中期計画／配当方針
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2021年3月期を最終期とした中期経営計画については、

現在見直しを進めております。

事業報告 ＞ 今期の施策 ＞ 第46期の見通し＞ 中期経営計画中期経営計画3
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配当方針：純資産配当率(DOE)４％3

※ 配当性向100％以内

19 19 19 

8 

18 

-

8 

26

 -

 10

 20

 30

 40

中間 期末 中間 期末 中間 期末 中間 期末

2016年3月期 2017年3月期 2019年3月期（予）2018年3月期

１株あたり
年間配当額

38円 27円 18円 34円

（単位：円）

≫ 配当方針の「連結純資産配当率4％」を基準に2019年3月期年間配当額は34円の予定。
≫ 中間・期末の支払割合は、従来の「1：1」から「1：3」の比率に変更。




